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説 教 《驚れ野の働々に 》

薇ら1貧与えられた(犠性の)雄キヤ』lヽ て`永て整え、朝から春まで

「バアルよ、わノ《ち|(答 えてくだすい」と言ってバアルの名争嗜んだ。

ヒかし、何の声もなく、答える端電1ヽ な`つ`りた。(留‡協会細諷夕1機上18:26)

1醸 約警奮のこの艤着は、瀬會者工 )リ アが率独で人勢のバアルの預言者

と対れをしてヽヽる場薔で
｀
す。九ずは、エリアで

｀
11な くバアルの預言者蓬

が九子き絆って、彼らうヾ4補 えた焼きふくす献げ物 (雄キ)に 人力`らの者人

を希ぷヒますうヾ、春く農應がありまずん。

クた械エリアの各です。彼はキ際よく拳壇を惨模すると、そこ|(薪 を無

き、家かれた雄キを載ゼ、水き∴曹法ぎ、事まった民衆に真のオヤの存羞t

タロらやるため|て 、「主よ、だ答えくださヽ`」と綺りました。すると、人か

らのメこぅパ雄調卜争焼き付くし、そのウ負、飢饉争件わらぐる雨デ降りました。

代表的な曇数の神のバアルをイ‡ピてヽ`た氏ホは、その神禽体デ存在ヒ

な、ヽことをま?る と、怒りのあ妻惨亀峡ヒ、バ`アルの預言者ノ(ち を計ち戯

ば
｀
してし款ヽ`ます。

留會は、人臨の造り上て
｀
姿能のえなる神うヾ唯一の神であることを教え

て、ヽ妻す。こかし、颯っ′(こ とに、恙凝Xな :デ イアボロス)の春蔵械否定

ヒ幾ぐん。た々、ヘブライ詩で
｀
は「サタン」ですが、コゾすこでも壼々と神

のパートナーどヒて套場と、義人pプ を試み、零常な熙it違わギます。

サタンは、神の織り子の蜜棋の観始 |モ あたり、暮び、何たう`ちともなく

塊われて、イ轟ス争試み崚す。その力曇う`らtて 、ね手(イ スス)を 不幸 lt

i轟 れることぼ断書したようザす。ただ、人の子としてこの増冒1上 まれた

ィ十の子lt僣 縛点摯几ムだヤるとイ‡ビて、特|ナ亀もうと、時静鍵えて、暮び
｀

今入 tて きたので
｀
す。り論サタンの試みは、ヽ と`もならく漱ね除けられ

ました。真の神の議的 |ま サタンのまΨるとこらで
｀
はなかったので

｀
す。

一が、人間が、ザタンの鋳黙争満ね除けること11窓場ではありまゼん。

地 Lの あらゆる才史曇争駆横メ_て 、誉暴き支雄ヒようと試みます。畿度と

なく陥った人類の地ちは今、為び頸き織げて｀`ます。第ユ次せ率人戦ヘ

と賞よ進む曲々き、4ゝ 継ノ1ち は進ってヽ`ます。

キ |リ ストな典ならば、驚れ階で率θ職聞移雌ごfれ ′〔機、空腹奮覚え

られた上ィムスが流れ踏の餞々lt、 1ナ っしてサタンの誘慈|(陥 ること喘ヾ

なぅヽったことななねて(1亀
｀
り欝ゼん。キ |リ スト奪軽無11、 このせの権力誉



争牧導してザも、オ中の子が畿らキ )リ スト者の模範争拳されたことの輝い｀

億蛛き、悟らぐる義務争良ってヽ`議す。たとえ、戦争書事者が、知らず球ロ

らずのうちに、サタンと騨

“

|を してヽ`るf十で
｀
あったとしても。

鋭 数 《:島断械鸞物 》

入ったものは、すべての向なるものの雄ど雄て
｀
あっノ(。 神がノア

|(令 ビられたとおりで
｀
あった。そこで

｀
上11、 その(す介の)機の′争

関ピ
｀
られた。 (1‡議会姜日択夕1誉記7會 16節 )

ム度どこのせ界を入浜水て
゛
水皮fゼ ることぼしなヽ`、と後悔された神

械、被逢物 |(対 して11属 のキr失 を用ヽ`ることなホ唆ヒます。

費難式の、おそらく械ム日餞の水曜機の夜 ltイ ムスが諸った奪え赫の

十で、マタイ輻昔奮 itの みれされてヽ`あ喀も事の一つうヾ「十人の乙女」の

赫で
｀
す。

維もタツらなヽ`その機会が、ノアの人鋏ふの19く 究然おとずれる時の備

えは、本人の幾常上治の十ltあ りそうです。印誉ヒたと,わ の備覇為 、この

蒟オがヽ`つで
｀
も手え|(あ り、1ら 1費寺ち出ヒうヾT籠な状態で

｀
あることうヾ

問わ才ヽてヽヽ4の で
｀
す。

一几、何の維ち度もな
｀ヽ
十ヽ人のみ奮がヽ`ます。本永なら、灘なく篠会う`

ら費け入れられる逓色のなヽ`人々で
｀
す。ところがそれが神″)回 の話とな`

ると、このせと1資壊のことうヾ分生するのて
｀
す。その十の五人 11費 け入れ

ら才ヽ、イもの五人はとり咸すれる理争 |(あ ります、「離 ヒ人と満の補彗」
の問題で。人洪ふのようヤ自然災雪ならば、′}ます電灯やラジオうヾヤ|ナ れ

ば雌難行動ぼど♯t妻 ヤん。日常的↓(息 えなホ備え1,暴 ヒ崚す。ただ り螢

こ欠と議」の話となると、少々勝手が逍うようで
｀
す。み贅ら|(11災難う=

降りお卜う`るのではなく突然の「潟構」うヾ闘永するので
｀
す。聖奮で

｀
械神争

絶靖 |(、 人間き花嫁|(撃 えます。したがって、一暮一費する人間らの性の

餞網ぼありまゼん。さら1(、 乙女 |(撃 えられる人間とは、神の前lt井力な

存在で
｀
あるば
｀
力`りで
｀
ぼなく、花燭ひス笛の(枠の救̀

き
の群 ltぼ )本決のま爵

の幕栽て
'あ ること警意味してヽヽ減す。一九、構秦,響ものようlt几 える者

も、そうてなヽヽ者も、栽終的 i(て
｀
ぼなく銭麟的|((花女1に、玲豊はそれシス簡

の乙奮として)、 海り上で
｀
あ為癬嘱t相対してヽ`るのて

｀
す。



薇らの既縛やする機人械九で
｀
す。iぬ fず
・
it闇 参照らヒ統|す ることがぶめ

らそ
′ヽ減す。こ女(=人間)ら が、それぞれの人生争上きるとき|く 、誉の九と

なることう{ぶ められてヽ`るので
｀
す。麟た、それが締の維pFSて

｀`
ある[漁 り九

ぼ崎f″kる こと1壼 ありません。上のあltも 補えG歌ギ→が、すら1(ムの燐

人itも 備え(=油 )が欠えすること械ないので
｀
す。カナの費春纂の働崎

'轟

と

興ビで
｀
す。崚∫1、 このi心 lfお 金では調難で

｀
きまヤん。愛の時が、真在ヽ́摯て

゛

あろうとなつ`ろうと。歳霧群て、この音の取りす|き て
い
は得られなt｀ この1轟

は、その人働ヾ憾時で
｀
も発軍きき敦つための備えで

｀
あり、また、そのノ(め |(不

可欠吟だな神のTI(、 抑麟|(違 って、絶えることなく備昔されてヽ`た貴整

な油だったので
｀
す。

この眠資|わがえりてた辞舜ち、女籍しの纂|(聞 |〔春ヽ`、轟の十へと紹き入

れら′tノ〔のぼ、■人の乙女のうちの二人|(と ど
｀
まったので

｀
した。


